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この基本計画に書かれた人権課題  ※2002年以来改訂なし 

（1）女性   （2）子ども   （3）高齢者   （4）障害者   （5）同和問題   （6）アイヌの人々 

 （7）外国人  （8）HIV感染者・ハンセン病患者等   （9）刑を終えて出所した人 

 （10）犯罪被害者等   （11）インターネットによる人権侵害   （12）その他 

「人権教育」について ～ 文部科学省のホームページ（ＨＰ）から ～ 

 

平成 7年（1995年）～平成 16年（2004年）「人権教育のための国連 10年」国連決議 

 

平成 9年（1997年）7月「人権教育のための国連 10年に関する国内行動計画」策定 

 

平成 12年（2000年）12月 「人権教育及び人権啓発の推進に関する法律」 

    ※人権教育・人権啓発をうたった国内初の法律で、人権教育を推進していく根拠法 

 

平成 14年（2002年）3月 「人権教育・啓発に関する基本計画」 

 

 

 

 

 

 

 

平成 16年（2004年）３月「人権教育の指導方法等の在り方について」第１次とりまとめ 

 

平成 18年（2006年）３月「人権教育の指導方法等の在り方について」第２次とりまとめ 

 

平成 20年（2008年）３月「人権教育の指導方法等の在り方について」第３次とりまとめ 

 

平成 21年（2009年）10月「人権教育の推進に関する取組状況の調査結果について」 

 

平成 25年（2013年）10月「人権教育の推進に関する取組状況の調査結果について」 

 

平成 23年（2011年）度～「人権教育研究推進事業・人権教育研究指定校」の指定 

 

 次ページからわかる範囲で「人権教育研究指定校」の実践事例をまとめておきます。 
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◎平成 23 年（2011 年）度～平成 27 年（2015 年）度のＨＰ上の実践事例

２８５学校のうち、“ハンセン病”の記述がみられる学校は１８学校 

 

小学校 

① 小学校５年生が隣の県のハンセン病療養所に行き取材しプレゼン（総合？） 

② ゲストティーチャーからの話と調べ学習（総合） 

③ 小学校５年生がハンセン病回復者の方との交流（総合） 

④ ５年生がハンセン病について学び隣町のハンセン病療養所を訪問し学びを深める 

（総合３７時間） 

中学校 

⑤ 地域のハンセン病療養所との交流、ミニコンサートの実施（総合） 

⑥ フィールドワークで特別支援学校の中学部生徒が国立ハンセン病資料館を訪問 

        （東京都教育委員会の「人権教育プログラム」の一環、総合？） 

⑦ 人権週間に向けた取り組みで、全国人権作文コンクール作品の活用（朝学習） 

⑧ 学年別年間学習指導計画に人権課題としてハンセン病を位置づけ（総合） 

⑨ 結婚差別の学習の中で講師からハンセン病の講話（学級活動） 

⑩ 人権学習月間で部落差別の問題とハンセン病問題の講話（道徳、学級活動、総合） 

⑪ ハンセン病についての講演と人権劇の観劇（総合？） 

⑫ 学区の合同文化祭で「ハンセン病を知っていますか」の人権劇に取り組む（総合） 

⑬ 国立ハンセン病療養所と交流するボランティア部が学び、取材し、指導者・コーデ

ィネーターとして全校道徳でハンセン病の学習や塔さんの詩の朗読会を開く（道徳） 

⑭ ハンセン病療養所での現地学習会で学んだことを人権劇として文化祭で発信（総合） 

⑮ ハンセン病について学び地域にあるハンセン病療養所で講話を聴く（道徳、総合） 

高校 

⑯ 地方法務局職員からのハンセン病患者に対する偏見の説明（人権講話） 

⑰ 人権講話を実施、事後アンケート（ホームルーム、学校行事） 

⑱ 文化祭で同和問題、外国人、障がい者とハンセン病問題等の展示（学校行事） 
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◎平成 28 年（2016 年）度～平成 30 年（2018 年）度はＨＰ上では人権課

題別に掲載されていないのでハンセン病問題の実践事例は不明です 

 

※令和２年（2020年）度から“ＨＩＶ”と“ハンセン病”分けられて集計されるようになり、

ＨＰ上には令和３年（2021年）度と令和４年（2022年）度の「人権教育に関する特色ある

実践事例」が掲載されています。各事例ごとに、「人権教育の指導方法等に関する調査研

究会議」による解説コメントがついています。 

 

 

 

令和元年（2019年）度 ⇒“ＨＩＶ・ハンセン病感染者等”に取組んだ人権教育研究指定校 

                      ＝ ３８校 / １１０校中 

             ※取組みの概要はＨＰ上でわかりませんでした 

 

 

令和２年（2020年）度 ⇒ “ハンセン病感染者等”に取組んだ人権教育研究指定校 

                      ＝ １４校 / ３３校中 

※取組みの概要はＨＰ上でわかりませんでした 

 

 

令和３年（2021年）度 ⇒ “ハンセン病感染者等”に取組んだ人権教育研究指定校 

                      ＝ １６校 / ４８校中 

             ※１６校中、最も重要な人権課題として取組んだ学校は５校 

 

 

令和４年（2022年）度 ⇒ “ハンセン病感染者等”に取組んだ人権教育研究指定校 

                      ＝ ２４校 / ４８校中 

※２４校中、最も重要な人権課題として取組んだ学校は２校 
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◎ 令和３年（2021 年）度の人権教育指定校のハンセン病問題への取組みの概要 

        ※網掛けは、ハンセン病問題を最も重要な人権課題として取組んだ学校 

№ 
小中

高別 
対象学年 

取り扱った 

教科等 
内   容 

他教科との 

関連 

１ 
小 小５・６年 体育（保健） 動画の視聴 保健の発展学

習 

２ 

小 小６ 総合１１コマ 資料、ゲストティーチャー 

（北条民雄の話）回復者とのオ

ンライン交流、「人権ＣＭ」を

作成し近隣校に発信 

社会科の憲法

学習「基本的

人権の尊重」 

３ 

小 小６ 総合１０コマ 調べ学習、絵本作者の講話、 

世界人権宣言の活用、コロナに

かかわる看護師の講話、地域ケ

ーブルＴＶで町民に発信 

 

４ 

小 小６ 社会、総合 

３コマ～ 

資料学習、患者と家族の声を読

み考え話合う、国立ハンセン病

資料館学芸員オンライン授業 

道徳 

内容項目 D19 

５ 小 小５ 総合 DVD視聴、探究活動、発表会 社会科 

６ 
中 中１・２年 総合、朝読書 自作資料や厚労省パンフ、 

回復者の作品の読み聞かせ 

道徳 

７ 
中 中１ 総合３コマ 資料、地域の療養所について知

る 

社会科「基本

的人権」 

８ 中 全学年 総合２コマ 動画視聴、教育講演会 社会科公民 

９ 
中 中３ 道徳３コマ 厚労省パンフ、ハンセン病支援

協会会長の著書の活用 

保健体育 

10 
中 中２ 道徳、学活、 

総合 ５コマ 

ゲストティーチャー、家族差別

を考える 

 

11 
中 中３ 総合 教職員の事前研修、学芸員のオ

ンライン講義 

社会科「基本

的人権」 

12 

中 中２ 総合・国語 調べてポスターセッション、療

養所回復者とのオンライン交

流、国語科で短歌の作成・発信 

 

13 
中 中２ 社会 国立ハンセン病資料館学芸員

オンライン授業 

道徳、総合、 

特活他 

14 高 高１ ホームルーム 講師とオンライン交流 保健体育 

15 高 高１ 総合 映像教材、スライド資料 国語、英語 

16 
高 全校、 ＬＨＲ 数校の合同で高校が映画「あ

ん」を鑑賞、LHRで意見交換 

保健体育 
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◎ 令和４年（2022 年）度の人権教育指定校のハンセン病問題への取組みの概要 

        ※網掛けは、ハンセン病問題を最も重要な人権課題として取組んだ学校 

№ 
小中

高別 
対象学年 

取り扱った 

教科等 
内   容 

他教科との 

関連 

１ 
小 小５・６年 体育（保健） 動画の視聴 

（指定１年目とほぼ同じ内容） 

保健の発展学

習 

２ 
小 小６ 学級活動 

３コマ 

「あなたたちに伝えたいこと」

を読む、「壁をこえて」視聴 

社会「基本的

人権」、総合 

３ 
小 小５ 道徳 宿泊拒否事件の読み物、きみ江

さんの話、憲法、世界人権宣言 

総合 

４ 
小 小６ 道徳、総合 

２コマ 

調べ学習、「小さなかけ橋」を

読む、コロナの話 

保健体育 

５ 小 小６ 道徳 ２コマ 「心の架け橋」を読み話し合い 保管体育 

６ 

小 小６ 社会、総合 

３コマ～ 

資料学習、患者と家族の声を読

み考え話合う、国立ハンセン病

資料館学芸員オンライン授業 

（指定１年目とほぼ同じ内容） 

道徳 

内容項目 D19 

７ 小 小６ 総合 資料学習、全校児童への発信 社会 

８ 

小 小６ 総合８コマ 教員が国立ハンセン病資料館

で研修を受け授業を実施、視聴

覚教材の活用 

社会「基本的

人権」 

９ 

中 全学年 読み聞かせ 人権講話内で人権作文コンテ

スト DVDを視聴、厚労省パンフ

の使用、職員・読書ボランティ

アの読み聞かせ（学年別） 

保健体育 

10 
中 中１ 道徳 自作のスライド活用、回復者の

詩の鑑賞、掲示物の作成 

社会「基本的

人権」 

11 

中 中２ 道徳、学活、 

総合 

DVD視聴（道徳）、資料学習（総

合）、読み物（道徳）、療養所

回復者とオンライン交流（総

合） 

 

12 

中 中２ 総合７コマ 映像資料、人権講演会、療養所

回復者とオンライン交流、話し

合い 

道徳「北条民

雄」 

13 
中 中３ 道徳 DVD視聴、グループ討議、 

学校公開日に実施 

社会「基本的

人権」 

14 
中 中３ 総合 療養所学芸員のオンライン講

義、修学旅行で療養所訪問 

社会「基本的

人権」 
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15 中 中３ 社会公民 裁判を題材に学習  

16 

中 中１ 総合 （指定２年目）前年度の２年生

が作成した短歌集の活用、個人

レポートの作成、回復者とのオ

ンライン交流、まとめとしてリ

ーフレットづくり 

社会科 

17 
中 中２ 総合 動画視聴、弁護士・学芸員の講

義、新聞の作成 

道徳 

18 
中 中１ 社会１コマ 映像資料、人権作文コンクール

入選作品の朗読、 

保健体育 

19 

中 中２ 道徳 人権擁護委員の人権教室、動画

視聴と研修経験のある教員の

授業、療養所学芸員とのオンラ

イン研修 

社会、学活 

20 
高 高１ ホームルーム 感染症と人権のテーマでコロ

ナと結びつけ学習 

保健体育 

21 
高 高１ ホームルーム 塔和子さんの作品鑑賞、地元広

報誌の活用 

国語 

22 

高 高２ 政治経済 国立ハンセン病資料館とオン

ラインでつなぎ教職員の事前

研修を実施、映画「あん」の視

聴、予防法・首相談話の読み取

り、憲法学習 

現代社会 

23 
高 養護学校 

高３ 

保健体育 動画視聴、意見交換 総合「多様性」 

24 

高 全学年 夏季連携講座 「国立ハンセン病資料館スタ

ディツアー」の実施、教職員の

下見・打合せ 

公共、 

政治経済 
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◎令和元年（2019 年）６月「ハンセン病家族国家賠償請求訴訟」 

判決の受け入れ後の文部科学省の動き 

 

令和元年（2019）７月１２日 

「ハンセン病家族国家賠償請求訴訟の判決受入れに当たっての内閣総理大臣談話」 

 

令和元年（2019）８月３０日 

「ハンセン病に関する教育の実施について」（文部科学省 通知） 

 

令和元年（2019）１０月 

「文部科学省ハンセン病家族国家賠償請求訴訟を踏まえた人権教育推進検討チーム」 
 （座長＝文部科学大臣政務官、事務局長＝総合教育政策局長、構成員＝初等中等教育局長、高等教育局長） 

の活動開始 

   ※令和元年（2019）１０月～令和３年（2021）９月までの間に、 

有識者ヒアリングを含む会議を９回と、関係施設６か所の視察を行う 

 

令和３年（2021）年８月１６日 

「ハンセン病に関する教育の更なる推進について」（文科省、厚労省、法務省の３省通知） 

 

令和４年（2022）年７月２２日 

「ハンセン病問題に関する教育の更なる推進について」（文科省、厚労省、法務省の３省通知） 

 

令和５年（2023）年３月 

「ハンセン病に係る偏見差別の解消のための施策検討会報告書」 

 ※具体的な提言 

  ・「人権教育及び人権啓発の推進に関する法律」の改訂 

  ・偏見差別の現状を把握する住民意識調査の実施⇒インターネット調査の結果は先日報告 

  ・学校における差別被害の実態調査の実施 

  ・ハンセン病人権教育実施状況の全国調査の実施 

  ・検定教科書の記述の充実 

  ・次の改訂学習指導要領に紙幅をとって明記（次の改訂は 2026年ころ？） 

  ・授業担当者等の研修で意欲と授業力の向上  

  ・ハンセン病人権学習に役立つ授業実践例や学習資料等を国がまとめて刊行 などなど 

 

令和５年（2023）年１１月３０日  

「ハンセン病に関する教育の更なる推進について」（文科省、厚労省、法務省の３省通知） 
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「ハンセン病は骨が溶ける」小学校で誤解招く授業 

朝日新聞 2014年 6月 6日 13時 52分 

 

 福岡県内の小学校で昨冬、人権教育を担当する４０代の男性教諭が６年生の授業でハンセ

ン病を取り上げた際、説明がうまく伝わらず、児童が「骨が溶ける病気」などと思い込んで

しまっていたことがわかった。別の担任教諭が、こうした内容を書いた児童の感想文を熊本

県合志市の国立ハンセン病療養所「菊池恵楓（けいふう）園」に郵送していた。 

 福岡県教育委員会は今年４月、「指導が不十分で、児童に誤解を招いた」と園側に謝罪した。 

 県教委などによると、男性教諭は昨年１１月、６年生の社会科で、ハンセン病への偏見や

差別をテーマに授業。自作のスライドで、過去にあった誤った認識として、「風邪と一緒で、

菌によってうつる。手足の指とか身体が少しずつとけていく」などとされていたと紹介した。

そこから認識が間違っていることや差別について考える授業を展開しようとしていたとい

う。 

 しかし、授業の１０日後、別の担任教諭が児童に感想を書かせたところ、半数以上にあた

る１０人近くの児童が「もし友達がハンセン病にかかったら、私は離れておきます。理由は、

怖い病気だからです」「ハンセン病は骨が溶ける病気」などと書いていた。担任教諭は昨年１

２月、この感想文を男性教諭に見せないまま、恵楓園に送っていた。担任教諭は内容に間違

いがあるとわからなかったという。 

 日本ハンセン病学会のホームページや厚生労働省によると、ハンセン病は「らい菌」によ

る感染症だが、感染力が弱い。感染で骨が溶けることはない。 

 恵楓園入所者自治会の志村康会長（８１）は感想文を読んで危機感を覚え、担任教諭に手

紙を送ったが返事がなかったため、今年４月に福岡県教委に手紙を送ったという。志村さん

は「誤った理解を持った子どもは親に誤ったことを話すはず。差別の連鎖を教育の場が作り

出してしまっている。中途半端な教育ならしないほうがまだいい。教師もきちんと学んでほ

しい」と話す。こうした件を受け、自治会では正しい理解を広めるため，教育用ＤＶＤ作成

などに取り組むことにした。 

 男性教諭は今回の授業を含め、６年生に４回の授業を行った。福岡県教委は、すでに中学

校に進学した生徒に正しい知識を伝えるため、この小学校がある地元教委に、全中学校での

授業実施を依頼。また、恵楓園と相談しながら教師用指導資料を作る方針という。 



第２学年 学習指導案（札幌弁護士会憲法出前授業） 

日 時：〇年〇組＝２０〇〇年〇〇月〇〇日(〇) ３～４校時 

授業者：手 嶋 和 之（〇〇中学校教諭） 

                       〇 〇 〇 〇（札幌弁護士会） 

                       〇 〇 〇 〇（札幌弁護士会） 

〇 〇 〇 〇（札幌弁護士会） 

〇 〇 〇 〇（札幌弁護士会） 

１．主題名  人権学習（憲法の理念） 

  題材名  「“個人の尊重”と“公共の福祉”について考える」 

２．題材設定の理由 

 日本国憲法は個人の人権を国家権力が侵害しないように国家権力を制限･規制している立憲主義的憲法

であり、国民一人ひとりの人間としての尊厳を保障する「個人の尊重」の理念をうたった憲法である。し

かし、“公共の福祉”を実現するためには個人の人権は制限されるという解釈が「ハンセン病隔離政策」に

おける「無らい県運動」に見られた。 

この「無らい県運動」は、“公共の福祉”と“社会防衛”を理由にすべてのハンセン病患者を見つけ出し、

終生療養所に閉じ込め絶滅させる「絶対隔離絶滅政策」を推し進める運動として、全国各地で官民一体の

運動として展開された。国は地域住民を運動の協力者に仕立て上げ、地域住民は社会を守ろうとする「使

命感」から自分たちが加害者であるという認識の欠如したまま、いわば思考停止状態で「絶対隔離絶滅政

策」に加担する。そして、病気になった人間の尊厳を奪い、また、その家族の地域社会での居場所を奪い、

あるべきはずの人生を奪った。国民を巻き込んだ未曾有の国家による人権侵害がこの「ハンセン病隔離政

策」であり、その患者や家族たちがその後どういった人生を生き、今どうしているのだろうということに

国民の多くが思いを馳せなかったのである。こういった「個人の尊重」という憲法の理念をないがしろに

する出来事が再び起こりうる社会の構造や住民意識は、今も温存されているのではないかと考える。 

そこで、子供たちに日常生活の中で起こりうることとして、当事者と非当事者のそれぞれの立場にたっ

て想像力を膨らませて考えさせる題材を与え、間違った情報や法律により“公共の福祉”と“社会防衛”

を理由に自分自身も意識しないまま「個人の尊重」という憲法の理念をないがしろにする加害者になりう

ることに気付かせたい。また、それに気付くためには当事者の視点で考えてみることが大切であることを

理解させ、他人が不当な取り扱いを受けたことについて憤りをおぼえる「人権感覚」を意識させたい。ま

た、「想像すること」「考えること」ことが、人権感覚を磨き、偏見や差別のない人権が最大限に尊重され

る社会を創造していく力になることにも気付かせたい。 

３．生徒の実態 

 ～ 略 ～ 
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４．本時のねらい 

 間違った情報により、自分自身が意識しないまま偏見や差別意識を持ち、人権侵害の加害者になりうる

ことに気付く。そして、病気や障がいに対して偏見や差別意識を持たないためには、科学的知見に立った

正しい知識や情報、そして、人権について最大限に配慮することが重要であることをハンセン病の事実か

ら学ぶ。 

また、「公共の福祉」の考え方は、全体(多数派)の利益のためには個人(少数派)は多少犠牲になっても構

わないということでなく、個人の尊厳を保障することを大前提としてすべての人の人権をバランスよく調

整しながら公平に保障していくことをめざす考え方であることを理解する。そのためには、当事者の立場

にたって想像し、無関心にならずに考え続けていくことが必要であることに気付く。 

５．本時の展開 

段 

階 
教師側の活動・主な発問 予想される生徒の反応 指導上の留意点 

進行 

時間 

導 

入 

 

 

・弁護士の方たちの紹介と挨拶 

・“公共の福祉”の意味について、

まず問うて考えさせる。 

・今日は憲法に関係した人権学習

で、“個人の尊重”と“公共の

福祉”について考えることがテ

ーマであることを伝える(掲

示)。 

 

 

 

・公共はみんなの意味では？ 

・公共は市役所という意味では？ 

・福祉は困った人へのサービス？ 

 

・国語の辞書で調べると“公共”は“社

会一般”、“福祉”は“幸福”、で、合

わせて“公共の福祉＝社会一般の幸

福”である、程度の説明にとどめる。 

 

・詳しくは後で弁護士の先生から説明が

あることを言っておく。 

手嶋 

 

 

５分 

 

 

 

展

開 

① 

 

 

全

体 

 

 

・ある病気について、下記の５つ

の情報を掲示し、この情報をも

とに小グループで話合いを進め

ていくことを説明する。 

 

ある病気についての５つの情報 

① 強い感染力を持つ病気で、予防

にはとにかく消毒が必要である 

② 家族内感染をする家筋・血筋の

病気である 

③ 昔からある病気で、治らない病

気である 

④ 発病した人は、その人を隔離す

るための施設に入ることが法律

で決められている 

⑤ この病気になることは日本人

として大変はずかしいことであ

る 

 

・この５つの情報について、一つ

ひとつ説明する。 

・小グループになりプリントに沿

って話し合っていくことを指示 

 

 

 

 

 

 

・デング熱や鳥インフルエンザの

ことを口にする生徒 

・架空の病気であることを説明、想像力

を働かせて考えてほしいことを伝え

る。 

 

・イメージとして時事問題であるエボラ

熱関係の防護服で消毒している写真

を数枚見せる。 

 

・病気の症状についてはあえて言わな

い。 

 

 

・５つの情報が十分理解、浸透するよう

説明する。 

 

※５つの情報について、矛盾点を指摘す

る生徒がいるかもしれないが、もしい

たら、それは後で聞く、と伝える。 

 

・小グループの作り方を説明し、各グル

ープの司会を決定させる。 

・もしもの話なので、想像力を働かせて

話し合うように言う。 

手嶋 

 

 

８分 

展

開 

② 
小

グ

ル

｜

プ 

 

プリント①を配布 

Ｑ１．この病気からわたしたちや

社会を守るためには、どのよ

うなことをしたらよいです

か？思いつくことをグループ

内で出し合ってください。 

◎３～４グループに発表させる 

     ⇒プリント①を回収 

 

 

・みんなで見つけ出し通報する 

・病人を施設にどんどん入れ出さない 

・家族も施設に入れさせる 

・菌のいそうな所を徹底的に消毒する 

・病気の人に近づかないようにする 

・病気の研究を進めて早く特効薬をつ

くる など 

 

・「ふつうに生活する人の立場」で考え

させるので、社会防衛及び公共の福祉 

(社会一般の幸福)のためにどうしたら

よいか、感染力が非常に強いこと、家

族内感染が多いこと、施設に入ること

が法律で決められていること等を強

調して説明し、話し合いを促す。 

弁護士① 

 

１０分 

「“個人の尊重”と“公共の福祉”について考える」 
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段 

階 
教師側の活動・主な発問 予想される生徒の反応 指導上の留意点 

時間 

 

 

展

開 

③ 

 
小

グ

ル

｜

プ 

 

プリント②を配布 

Ｑ２．同じ学級のいつも一緒に遊

んでいたＡさんがこの病気で

あることがわかり、担任の先

生はＡさんに対してもう学校

には来ないようにと言いまし

た。しかし、次の日、Ａさん

は学校に来てしまいました。

さて、あなたはＡさんにどう

接しますか？ 

◎３～４グループに発表させる 

 

Ｑ３．あなたの家はＡさん家の近

所です。Ａさんは両親と弟の

４人家族でした。保健所の人

がたくさん来て徹底的に家の

中を消毒する騒ぎになりまし

た。そこで、あなたの家の方

は、ＡさんやＡさんの家族に

対してどんな言動をとると思

いますか？ 

◎３～４グループに発表させる 

⇒プリント②を回収 

 

 
・少し声をかけるが、近づかないよう

にする 

・先生と同じようにもう学校に来るな

と言う 

・施設に早く入った方がいいと言う 

・無視する 

・めいわくだと言う  など 

 

 

 

 

 

 

・Ａさんともう遊ぶなと言う 

・Ａさんの家はどっかに引っ越してほ

しいと言う 

・Ａさんの家には近づくな、家の前を

歩くなと言う 

・Ａさんの弟とも遊ぶなと言う  

・かわいそうだけどしょうがないと言

うなど 

 

 

 

 

・「級友の立場」で考えさせるので、担

任の先生が学校に来るなと言ったこ

とを強調し、Ａさんがその言いつけを

破って登校していることも強調する。 

 

 

・感染力が非常に強いこと、家族内感染

が多いこと、施設に入ることが法律で

決められていること、文明国家日本と

して恥ずかしい病気であること等を

強調して説明し、話し合いを促す。 

 

・消毒により近所で大騒ぎになり、話題

になっていることを強調。 

 

 

 

 

 

 

 

弁護士② 

 

１５分 

 

 

展

開 

④ 

 

個

人 

・小グループ討議を終了し、個人

で考えさせる。 

プリント③を配布 

Ｑ４．自分がこの病気であると医

者に宣告され、プリント①②

で考えたことを自分にされた

らどんな気持ちになり、どん

な行動をとりますか？ 

◎３～４人に発表させる 

 

Ｑ５．自分が病気になった立場で

は、級友や地域の人々に対し、

どんな気持ちになりますか？ 

◎３～４人に発表させる 

⇒プリント③を回収 

 

 

 

 

・自殺したい気持ちになる 

・施設に入る  

・他の医者を受診して確かめる  

・恥ずかしい気持ちになる  

・知らない土地に逃げる  など 

 

 

 

・級友にも地域の人たちにも二度と会

いたくない気持ちになる 

・姿を見られたくないと思う 

・うらむ気持ちを持つと思う  

・しょうがないと思う  など 

・小グループの形をもとにもどす。 

 

 

 

・「自分が病気になった立場」で考えさ

せるので、プリント①やプリント②に

書かれた事柄をもう一度全体で確認

してから、プリント③に個人で取り組

ませる。 

 

手嶋 

 

１２分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チャイム 

休憩５分 

 

 

 

展

開 

⑤ 

 

全

体 

・最初の５つの情報が矛盾だらけ

で間違いであることを告げ全体

で質疑応答をしていく。 

 

Ｑ６．最初の５つの情報で、おか

しいと思ったところはありま

したか？ ありませんでした

か？ 

どんな点がおかしいですか？ 

◎全体で質疑応答 

 

Ｑ７．Ａさんやその家族がされた

であろうと考えたことは、そ

の人の人間としての大切な権

利を奪っていると思いません

でしたか？ また、どんな権

利を奪っていますか？ 

◎全体で質疑応答 

 

 

・先生が出してきたんだから深く考え

なかった 

・だれにでもうつりやすい病気なのに

家筋、血筋の病気というのはおかし

いと思った 

・治らないのであれば施設から一生で

られないということになりおかしい

と思った 

・病気が恥ずかしいというのはおかし

いと思った  など 

 

・いろいろな自由を奪っていたと思う  

・幸せになるためのいろいろな権利を

奪っていたと思う 

・その病気がなくなれば解決すると考

え、その人の存在や人権のことは考

えもしなかった 

・病人に対してこの扱いは考えてみた

らひどいと思う   など 

 

・最初から矛盾していて、おかしいと思

ったか、思わなかったかを聞く。おか

しいと思ったのに何も指摘しなかっ

た者がいた場合は、なぜ指摘しなかっ

たのか問う。 

・おかしいところの指摘が生徒側から出

ないのであれば、教師側から解説しな

がら指摘し理解させる。 

 

・弁護士より、奪われた権利について憲

法の条文を見ながら確認させる。 

（11条、13条、14条、18条、22条、

26条、31条など） 

・社会防衛、公共の福祉(社会一般の幸

福)のために、良かれと思って考えた

ことが実はとんでもない人権侵害 

であったことに気付く。 

手嶋 

 

５分 

 

 

 

 

 

 

 

弁護士① 

 

５分 
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６．評価 

ハンセン病問題から「個人の尊重」という憲法の原理について考え、人権を守るためには自分自身がど

うしたらよいか考えることができたか。 

段 

階 
教師側の活動・主な発問 予想される生徒の反応 指導上の留意点 

時間 

 

 

 

展

開 

⑥ 

 

全

体 

・実はこの５つの情報は、実際に

ハンセン病という病気につい

て、多くの国民に信じられてき

た間違った情報であることを

説明。 

 

 病気そのものの説明 

 ハンセン病隔離政策についての

説明（特に「無らい県運動」） 

 

・事例の紹介の資料を配布し読む 

・「ハンセン病の基礎知識」を配布

し読み、現状の説明をする。 

 

・なぜこのような人権侵害が起き

たのか？ 何が世の中に足りな

かったのか？ を問う 

 

 

 

 

 

 

 

 

・病気についての説明や事例の紹介、

「ハンセン病の基礎知識」の資料等に

より、ハンセン病問題の概要を理解す

る。 

 

 

 

 

 

・なぜこのような未曾有の人権侵害が

起きたのか、何が足りなかったのか、

誰に責任があるのか真剣に考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生徒からの発言があれば聞く 

・科学的に正しい知識や情報、人権につ

いての最大限の配慮が必要だったこ

とを説明し、責任は医学界、政治家、

法律関係者、役所関係、学校の先生、

マスコミその他いろいろな関係者に

あることを説明。 

手嶋 

 

１５分 

 

 

 

展

開 

⑦ 

 

個

人 

 

プリント④を配布 

・個人で考え、記入させる。 

Ｑ８．この間違った情報により、

あなたは何年も施設に入った

とします。さて、あなたは何

を失いましたか？ 

◎全体で質疑応答 

 

Ｑ９．病気になった当事者が被害

者だとすると、どんな人が加

害者になりますか？ 

◎全体で質疑応答 

 

 

 
 

 

財産、時間、友達などの人間関係 

家族、親戚関係、自由、ふるさと、

普通の生活、可能性、人間としての

尊厳、人生、青春、夢や希望、社会

における自分の存在 など 

 

 

・加害者は間違った情報を出した人 

・施設に強制的に入れた人 

・病気になった人を避けた人 

・おかしいと思ったことについて何も

言わなかった人も悪い 

・おかしいとも感じずに情報をうのみ

にしたことが結果的に人権侵害にな

った 

・他人事にして影響を深く考えなかっ

たことが悪い   など 

 

 

 

 

・記入する時間を取り、想像させ、考え

させる。 

・失ったものをどんどん出してもらい黒

板に書いていく。 

 

・病気になった者が被害者で、周りの

人々が加害者であったことに気付か

せる。 

・公共の福祉についての弁護士の説明。 

（公共の福祉を理由に、個人の人権をこ

のように侵害しても良いのか？実は、

憲法における公共の福祉を単純に「社

会一般の幸福」と考えるだけではいけ

ない。公共の福祉とは人権をバランス

よく調整しながら公平に保障してい

く考え方であることを説明） 

手嶋 

 

 

１０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

弁護士② 

 

５分 

 

終

末 

まとめ 

・間違った情報により偏見や差別

が生まれ、自分が人権を侵す加

害者にも侵される被害者にもな

ってしまう。そうならないため

には、他人の人権に無関心でい

てはいけない。当事者の立場に

なって想像し考えなければいけ

ない。おかしいと思うことはお

かしいと言うことが重要で、無

関心や思考停止は悪である。 

・公共の福祉を理由に個人の尊厳

を侵すことはできないなど、憲

法の理念を説明し、弁護士の仕

事について生徒に説明する。 

・感想を書くように指示 

⇒プリント④を回収 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・プリント④に感想を書く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教師と弁護士から一言ずつまとめをし

てから感想を書かせる。 

手嶋 

３分 

 

 

 

弁護士① 

５分 

 

 

感想記入 

７分 
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資料１ 「ハンセン病問題に関する検証会議最終報告書」に見る事例 

 

事例１：１９５１年入所 女性 

学校でも生徒のみならず教師からもみはなされた。自分だけ席を遠く離された。教師からの指示で家庭

科の授業に参加できなかった。高校へも進みたくてもできなかった。自宅前を同級生が口と鼻をふさいで

走って通ったり、通り過ぎてから差別語を吐かれたりした。近所づきあいもぱたりとなくなった。 

事例２：１９４８年入所 男性 

当時住んでいた所は、「ハンセン病＝人間ではない」という認識の集落であった。母も同病だったので、

自分もなるのでは…と思っていた。ハンセン病とわかってからは「学校に来るな」と言われ、家に閉じこ

もって生活した。 

事例３：１９５３年入所 男性 

小学校を卒業して3 月23 日、日赤病院で調べてもらい、わかったとたん病院中が消毒された。母親から

裏の木で首を吊ってくれないかと言われた。親には、保健所から「ハンセン病の子どもは大和民族でも優

秀でもない、殺しなさい、自殺させなさい、療養所に行くと都合悪いでしょ」とはっきり言われた。 

事例４：１９６１年入所 男性） 

中学校だけは卒業しようと何とか通学したが、友人などから白い目で見られながらの通学だった。高校も

行きたかったが、担任から病院に行って検査を受けて許可がでてから受験するように言われ、検査を受け

に行くのもいやだったためあきらめた。その後は家の中にとじこもったままの生活だった。 

事例５：１９４７年入所 女性 

発熱があり病院へ行き、ハンセン病と診断されると、なかなか家に帰してもらえず、看護師が帰らない

よう見張っていた。夕方になり帰されると、すぐに自宅に保健所の人が来て｢土足で｣家に上がり、消毒を

行った。それで近所にも知れわたり、自分のみならず家族も白い眼でみられ、ヒソヒソうわさをされた。

その後、療養所への入所通知が来る半年間の間、外出できず、銭湯にも行けず、周囲の目を気にして、兄

弟がいじめられるのを見ながら家ですごした。生きた心地がせず、針のむしろに座っているような半年間

だった。 

 

事例６：「一家心中事件」 

・・・「無らい県運動」の渦中にあった1951（昭和26）年1月27日深夜、山梨県北巨摩郡多麻村でハンセ

ン病患者の一家心中事件が発生し、29日の朝、遺体が発見された。事件を報道した1月30日付『山梨日日新

聞』によれば、この一家は、27日、23歳の長男が県立病院でハンセン病と診断され、その日の夕方には村

役場から家中を消毒すると通告されていた。結果、それを苦に、両親と兄弟姉妹合わせて一家9人が青酸カ

リにより服毒自殺したのである。父親が社会に宛てた遺書には「国家は社会はそうした悲しみに泣く家庭

を守る道は無いでせうか」と書かれてあった。・・・ 
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資料２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学･高校生のためのハンセン病の基礎知識 

 ハンセン病は、1873 年にノルウェーのハンセンが発見した“らい菌”により、末梢神経が侵される感染

症である。この菌の病原性はきわめて弱く、感染しても発病することはきわめてまれである。1940～50 年

代にはいくつもの特効薬ができ、それらを組み合わせた化学療法で、万が一、発病しても治る病気になった。

そして、衛生状態の向上した 1960年代半ばには、日本国内に患者がほぼいない状態になっている。 

 衛生状態が悪く特効薬がなかったころ、病気が進むと治癒しても顔や手足などに特有の後遺症が残るた

め、ハンセン病は“らい病”と呼ばれ不治の病と考えられていた。また、同じ衛生状態におかれた家族内の

感染が多かったため家筋・血筋の病とも考えられ、患者だけでなく家族・親族に対しても世間は偏見を持つ

ようになった。つまり、家筋・血筋の不治の病であり、かつ強い感染力を持つ病であるという、まったくお

かしな認識を世間の人々は持ったのである。 

国は 1907 年から患者を療養所に強制隔離して一生、退所できない内容の法律を定め、患者の絶滅政策を

すすめた。1930 年ころからは官民一体となり｢無らい県運動｣を全国的に展開してハンセン病に対する世間

の偏見を強め、かつ恐怖心をあおった。特効薬ができた 1940 年代以降も警察の協力のもと、保健所や役場

の職員が地域住民からの情報をもとに家にいる患者を見つけ出し、その家を徹底的に消毒し、本人や家族を

心理的に追いつめ、療養所へなかば強制的に送り込んだ。このやり方を定めた無意味な法律が 1996 年まで

90年間も日本には存在したのである。 

 現在、ハンセン病は通院治療で治ゆされる感染症である。しかし、この強制隔離･絶滅政策によってつく

られた続けてきた世間の偏見は、現在も回復者やその家族の人生に大きな影を落としている。中学生や高校

生の皆さんには、科学的に納得のできる知識を持ってもらい、未来に同じような間違いを繰り返さないよう

にしてほしい。 

(藤女子大学 QOL研究所主催の 2013年 1月 27日の公開講座における資料を参考にしました) 

14



プリント①                           グループ       

Ｑ１．この病気からわたしたちや社会を守るためには、どのようなことをしたらよいですか？思いつ

くことをグループ内で出し合ってください。 

 

 

プリント②                           グループ       

Ｑ１．同じ学級のいつも一緒に遊んでいたＡさんがこの病気であることがわかり、担任の先生はＡさ

んに対してもう学校には来ないようにと言いました。しかし、次の日、Ａさんは学校に来てしま

いました。さて、あなたはＡさんにどう接しますか？ 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２．あなたの家はＡさん家の近所です。Ａさんは両親と弟の４人家族でした。保健所の人がたくさ

ん来て徹底的に家の中を消毒する騒ぎになりました。そこで、あなたの家の方は、ＡさんやＡさ

んの家族に対してどんな言動をとると思いますか？ 
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プリント③                     氏名                  

Ｑ１．自分がこの病気であると医者に宣告され、プリント①②で考えたことを自分にされたらどんな

気持ちになり、どんな行動をとりますか？ 

 

 

 

 

Ｑ２．自分が病気になった立場では、級友や地域の人々に対し、どんな気持ちになりますか？ 

 

 

 

 

 

プリント④                     氏名                  

Ｑ１．この間違った情報により、あなたは何年も施設に入ったとします。さて、あなたは何を失いま

したか？ 

 

 

 

 

 

Ｑ２．病気になった当事者が被害者だとすると、どんな人が加害者になりますか？ 

 

 

 

 

 

今日の授業の感想を書いてください。 
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こ
の
ペ
ー
ジ
以
降
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
ま
な
す
の
里
」
が
発
行
し
た
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を

授
業
化
す
る
テ
キ
ス
ト
「
お
ま
え
、
も
う
学
校
に
来
る
な
！
」
か
ら
の
抜
粋
で
す
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ハ
ン
セ
ン
病
市
民
学
会

第
1
8
回

総
会
・
交
流
集
会

in
北
海
道
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【
分
科
会
D
】

鼎
談

「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
と
教
育
」

～
見
つ
め
る
・
見
直
す
・
見
届
け
る
～

町
田
市
立
南
成
瀬
小
学
校

沼
田

一
臣
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私
と
ハ
ン
セ
ン
病
と
の
出
会
い

・
小
学
校
が
北
海
道
に
あ
る
私
立
の
小
学
校
出
身
（
札
幌
三
育
小
）

→
授
業
で
聖
書
を
学
習
す
る
時
間
が
り
、
こ
こ
で
初
め
て
出
会
う

・
大
学
院
で
の
学
び

→
佐
久
間
先
生
と
出
会
い
、
佐
久
間
先
生
が
ハ
ン
セ
ン
病
の
研
究
を
し
て

い
た
こ
と
で
、
私
自
身
も
学
ん
で
い
く
。

・
東
京
都
人
権
尊
重
教
育
推
進
校
の
指
定
校
を
受
け
る

→
本
格
的
に
授
業
実
践
に
取
り
組
み
、
藤
崎
陸
安
さ
ん
と
出
会
う
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子
供
を
通
し
て
感
じ
る
世
相

１
・
昔
の
子
も
、
今
の
子
も
本
質
的
な
部
分
は
変
わ
ら
な
い

→
褒
め
て
も
ら
い
た
い
、
い
け
な
い
こ
と
は
指
導
し
て
ほ
し
い

自
分
を
見
て
も
ら
い
た
い
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子
供
を
通
し
て
感
じ
る
世
相

２
・
教
員
の
人
材
に
対
す
る
質
の
保
証

→
現
場
で
は
若
手
の
教
員
が
非
常
に
多
い

子
供
と
の
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
欠
如

い
け
な
い
こ
と
は
い
け
な
い
と
本
人
が
理
解
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と

相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
と
い
う
ス
キ
ル
を
子
供
に
指
導
す
る
こ
と

頑
張
る
こ
と
が
楽
し
い
と
思
わ
せ
る
こ
と

で
き
た
こ
と
を
し
っ
か
り
ほ
め
る
こ
と

面
白
い
授
業
、
分
か
り
や
す
い
授
業
を
展
開
す
る
こ
と

子
供
か
ら
信
頼
さ
せ
る
教
師

親
大
人

30



教
材
化
し
よ
う
と
思
っ
た
理
由

「
未
来
の
東
京
」
に
生
き
る
子
供
の
姿

（
東
京
都
教
育
施
策
大
綱
令
和

3
年

3
月
）

■
自
ら
の
個
性
や
能
力
を
伸
ば
し
、
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
、
人
生
を
切
り
拓
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

■
他
者
へ
の
共
感
や
思
い
や
り
を
持
つ
と
と
も
に
、
自
己
を
確
立
し
、
多
様
な
人
々
が
共
に
生
き
る
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る

東
京
都
の
教
育
に
求
め
ら
れ
る
教
師
像

●
教
育
に
対
す
る
熱
意
と

使
命
感
を
持
つ
教
師

・
子
供
に
対
す
る
深
い
愛
情

・
教
育
者
と
し
て
の
責
任
と

誇
り

・
高
い
倫
理
観
と
多
様
性
に

配
慮
し
た
人
権
意
識

●
豊
か
な
人
間
性
と

思
い
や
り
の
あ
る
教
師

・
温
か
い
心

柔
軟
な
発
想
や

思
考

創
造
性

・
幅
広
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
シ
ョ
ン

能
力

●
子
供
の
よ
さ
や
可
能
性
を

引
き
出
し
伸
ば
す
こ
と

が
で
き
る
教
師

・
常
に
学
び
続
け
る
意
欲

・
一
人
一
人
の
よ
さ
や
可
能
性
を

見
抜
く
力

・
教
科
等
に
関
す
る
高
い
指
導
力

●
組
織
人
と
し
て
積
極
的
に

協
働
し
互
い
に
高
め
あ
う
教
師

・
経
営
参
画
へ
の
意
欲

協
働
性

・
高
い
志
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

・
自
他
の
安
全
を
守
る
危
機
管
能
力
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人
権
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
学
校
教
育
編
）

１
０

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

人
権
侵
害

１
１

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題

１
２

災
害
に
伴
う
人
権
問
題

１
３

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

１
４

性
自
認

性
的
指
向

１
５

路
上
生
活
者

１
６

人
権
尊
重
の
精
神
を
育
む

た
め
の
指
導
法
の
工
夫

１
女
性

２
子
供

３
高
齢
者

４
障
害
者

５
同
和
問
題

６
ア
イ
ヌ
の
人
々

７
外
国
人

８
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等

９
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族

33



教
材
化
し
よ
う
と
思
っ
た
理
由

・
教
員
と
し
て
の
使
命
感
と
熱
意

→
教
科
書
に
載
っ
て
い
な
い
こ
と
も
学
習
し
な
い
と
い
け
な
い

→
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
子
に
な
っ
て
ほ
し
い

→
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
か
ら
自
分
の
生
活
に
生
か
せ
る
も
の
が
な
い
か

考
え
て
ほ
し
い

→
知
ろ
う
と
し
な
い
こ
と
は
、
よ
く
な
い
こ
と

→
様
々
な
情
報
の
中
で
、
何
が
正
し
い
の
か
判
断
で
き
る
子
に
な
っ
て
ほ
し
い

34



第
6
学
年

総
合
的
な
学
習
の
時
間

そ
っ
れ
て
本
当
に
正
し
い
の
？

～
差
別
の
な
い
社
会
を
目
指
し
て
～

具
体
的
な
実
践
例

35



総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
目
標

(1
) 
横
断
的
・
総
合
的
な
学
習
や
探
究
的
な
学
習
を
通
す
こ
と

(2
) 
自
ら
課
題
を
見
付
け
、
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、
主
体
的
に
判
断
し
、

よ
り
よ
く
問
題
を
解
決
す
る

資
質
や
能
力
を
育
成
す
る
こ
と

(3
) 
学
び
方
や
も
の
の
考
え
方
を
身
に
付
け
る
こ
と

(4
) 
問
題
の
解
決
や
探
究
活
動
に
主
体
的
、
創
造
的
、
協
同
的
に
取
り
組
む

態
度
を
育
て
る
こ
と

(5
) 
自
己
の
生
き
方
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

36



差 別 事 象 と の 出 会 い

教
科
学
習
か

ら
の
広
が
り

体
験
学
習

当
事
者
と
の

交
流

児
童
の
心
情
面
に

差
別
の
醜
さ
や
、

差
別
事
象
に
対
し

て
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い

う
思
い
を
引
き
出

せ
る
か
ど
か

37



総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
授
業
構
造

課
題
設
定

情
報
の
収
集

整
理
・
分
析

ま
と
め

表
現

課
題
の
再
設
定

情
報
の
収
集

整
理
・
分
析

ま
と
め

表
現

38



総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
授
業
構
造

課
題
設
定

情
報
の
収
集

整
理
・
分
析

ま
と
め

表
現

課
題
の
再
設
定

情
報
の
収
集

整
理
・
分
析

ま
と
め

表
現

差
別
事
象
と

の
出
会
い
と

正
し
い
知
識

課
題
の
設
定

差
別
事
象
の

情
報
収
集

差
別
事
象
か
ら

差
別
の
原
因
に

つ
い
て
考
え
る

差
別
事
象
と
原
因
に

つ
い
て
ま
と
め
る

こ
の
ま
ま
の
世
の
中

で
よ
い
の
だ
ろ
う
か

差
別
解
消
に
向
け
て

の
取
組
の
情
報
収
集

自
分
た
ち
に
何
が
で

き
る
の
か
に
つ
い
て

考
え
る

差
別
解
消
に
向
け
た

自
分
た
ち
の
取
組
を

ま
と
め
、
実
行
す
る

39



本
単
元
の
目
標

ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
過
去
や
現
在
の
実
態
・
課
題

に
つ
い
て
追
究
す
る
活
動
を
通
し
て
、
ハ
ン
セ
ン
病

に
つ
い
て
正
し
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
そ
し

て
、
偏
見
や
差
別
な
く
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
な
が

ら
共
に
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
考
え
、

ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
差
別
の
解
消
に
む
け
た
取
組

や
、
自
分
の
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生
か
そ
う
と
す
る

態
度
を
育
て
る
。

40



課
題
設
定

①
：
５
年
生
の
総
合
を
振
り
返
り
、
６
年
生
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
内
容
を
大

ま
か
に
決
め
る
。

②
：
「
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
日
記
」
か
ら
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
差
別
の
実
態
に
つ
い
て

把
握
し
、
探
究
課
題
を
設
定
す
る
。

②
：
病
気
発
覚
か
ら
、
療
養
所
内
で
の
生
活
ま
で
の
概
要
を
把
握
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
学
習
内
容
を
振
り
返
っ
て
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。

②
：
病
気
に
つ
い
て
詳
し
く
調
べ
る
。

①
：
前
時
で
ま
と
め
た
疑
問
を
藤
崎
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
。

①
：
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
を
整
理
し
、
自
分
が
調
べ
た
い
課
題
を
設
定
す
る
。

ハ
ン
セ
ン
病
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、
た
く
さ
ん
の
疑
問
を
も
た

せ
る
よ
う
に
し
た
。

本
時

41



情
報
の
収
集

⑤
：
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
、
自
分
が
調
べ
た
い
課
題
の
情
報
を
収
集
す
る
。

・
ハ
ン
セ
ン
病
を
発
病
し
た
人
々
が
受
け
た
差
別
、
心
の
傷

・
療
養
所
で
の
差
別

・
家
族
へ
の
被
害

・
社
会
的
な
差
別

・
歴
史
的
背
景
と
ら
い
予
防
法
と
基
本
的
な
人
権

②
：
全
生
園
の
見
学
を
行
い
、
療
養
所
内
で
の
差
別
に
つ
い
て
情
報
を
収
集
す
る
。

・
患
者
作
業

・
火
葬
場
、
納
骨
堂

・
子
供
供
養
碑

正
し
い
情
報
で
収
集
で
き
る
よ
う
に
配
慮
す
る
。
個
別

で
調
べ
学
習
を
進
め
る
。

42



整
理
・
分
析

ま
と
め

⑥
：
調
べ
た
情
報
を
整
理
し
、
そ
こ
か
ら
何
が
分
か
る
か
を
考
え
る
。

個
人
で
調
べ
た
こ
と
を
、
友
達
と
共
有
し
そ
こ
か
ら
何
が
分
か
る
の

か
を
話
し
合
い
、
発
表
し
た
い
項
目
で
班
に
分
か
れ
、
発
表
の
準
備

を
行
う
。

②
：
整
理
し
た
結
果
を
ま
と
め
、
発
表
す
る
。

ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
調
べ
て
き
た
こ
と
を
ス
ラ
イ
ド
に
ま
と
め
、

保
護
者
や
他
の
班
の
児
童
に
伝
え
る
。

思
考
ツ
ー
ル
の
活
用

IC
T
機
器
の
活
用
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課
題
の
再
設
定

②
：
他
の
班
の
発
表
や
こ
れ
ま
で
調
べ
て
き
た
中
か
ら
生
じ
た
疑
問
を
も
と
に
新
た
な

課
題
を
設
定
す
る
。

・
ハ
ン
セ
ン
病
の
人
た
ち
は
、
生
き
が
い
が
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

・
法
律
と
争
っ
た
人
た
ち
は
い
な
か
っ
た
の
か
。

・
ハ
ン
セ
ン
病
差
別
解
消
の
た
め
に
活
動
し
た
人
は
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ハ
ン
セ
ン
病
の
差
別
問
題
に
つ
い
て
追
究
し
、
差
別
解
消
に

む
け
て
視
点
を
移
行
さ
せ
る
。
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情
報
の
収
集

⑥
：
新
た
な
課
題
に
対
し
、
児
童
が
調
べ
た
い
も
の
を
選
択
し
、
情
報
を
収
集
す
る
。

・
差
別
さ
れ
て
も
法
律
と
闘
い
続
け
た
人
た
ち

と
裁
判

・
生
き
た
証
を
証
明
す
る
こ
と
で
差
別
と
闘
っ
た
人
た
ち

（
文
学
や
音
楽
、
絵
画
な
ど
の
芸
術
作
品
）

・
ハ
ン
セ
ン
病
差
別
の
実
態
を
世
の
中
に
訴
え
た
人
た
ち

・
教
育
現
場
で
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
差
別
の
問
題
に
つ
い
て
指
導
す
る
人
た
ち

調
べ
た
情
報
を
基
に
、
自
分
た
ち
な
ら
何
が
で
き
る
の
か
に
つ
い

て
考
え
る
き
っ
か
け
と
さ
せ
た
い
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整
理
・
分
析

④
：
調
べ
た
情
報
を
整
理
し
、
分
析
す
る
。

個
人
で
調
べ
た
こ
と
を
、
友
達
と
共
有
し
そ
こ
か
ら
何
が
分
か
る
の

か
を
話
し
合
い
、
発
表
し
た
い
項
目
で
班
に
分
か
れ
、
発
表
の
準
備

を
行
う
。
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ま
と
め

②
：
ハ
ン
セ
ン
病
の
差
別
の
実
態
に
つ
い
て
自
分
た
ち
に
は
何
が

で
き
る
の
か
を
考
え
る
。

ハ
ン
セ
ン
病
差
の
解
消
に
向
け
た
自
分
た
ち
に
で
き
る
取
組
や
、
ハ

ン
セ
ン
病
差
別
の
学
習
を
通
し
て
日
常
生
活
に
生
か
せ
る
こ
と
は
何

か
に
つ
い
て
考
え
ス
ラ
イ
ド
に
ま
と
め
、
保
護
者
や
他
の
班
の
児
童

に
伝
え
る
。

②
：
ハ
ン
セ
ン
病
の
学
習
を
通
し
て
、
日
常
生
活
に
生
か
せ
る

こ
と
は
な
い
か
を
考
え
る
。

②
：
こ
れ
ま
で
の
学
習
の
成
果
を
本
に
し
て
発
表
す
る
。

本
発
表
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本
時
ま
で
の
授
業
の
工
夫

１
：
児
童
が
ハ
ン
セ
ン
病
差
別
と
の
出
会
い
を
工
夫

２
：
た
く
さ
ん
の
疑
問
が
わ
く
よ
う
に
工
夫

３
：
本
時
で
、
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
に
回
復
者
藤
崎
さ
ん
が
来
て
く
れ

た
と
思
わ
せ
る
工
夫
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ハ
ン
セ
ン
病
差
別
と
の
出
会
い

２
・
３
時
間
目

私
が
遠
い
故
郷
を
離
れ
、
こ
の
全
生
園
に
や
っ
て
き
た
の
は
、
今
か
ら
８
５
年

ほ
ど
前
の
大
正
時
代
で
あ
っ
た
。

そ
の
日
、
父
と
一
緒
に
朝
４
時
ご
ろ
に
家
を
出
た
。
隣
の
近
所
の
人
々
に
病
気

の
姿
を
見
ら
れ
る
と
大
変
な
の
で
、
ま
だ
暗
い
道
を
無
言
で
歩
い
て
行
っ
た
。

５
時
半
ご
ろ
駅
に
着
き
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
警
察
の
人
が
や
っ
て
来
た
。
汽

車
が
ホ
ー
ム
に
着
く
と
、
警
察
の
人
は
「
さ
ぁ
、
こ
ち
ら
に
」
と
言
っ
て
、
先
に

歩
い
た
。
そ
し
て
、
列
車
の
一
番
後
ろ
の
車
両
に
連
れ
て
行
か
れ
た
。
窓
に
は
、

「
病
人
車
の
た
め
貸
切
」
と
書
い
た
白
い
紙
が
貼
ら
れ
て
い
た
。
他
の
車
両
は
ほ

ぼ
満
員
だ
っ
た
が
、
私
た
ち
の
乗
る
車
両
だ
け
は
、
が
ら
ん
と
し
て
い
た
。

途
中
の
駅
々
(え

き
え
き
)で

、
私
た
ち
の
車
両
に
乗
り
込
も
う
と
し
た
人
が
い

た
が
、
そ
の
た
び
に
警
察
の
人
が
、
「
こ
こ
は
病
人
車
だ
」
と
言
っ
て
断
っ
た
。

全
生
園
に
入
園
し
た
日
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や
が
て
、
上
野
駅
に
着
く
と
、
私
た
ち
の
車
両
だ
け
が
切
り
離
さ
れ
、
別
の

汽
車
に
つ
な
が
れ
た
。
次
に
新
宿
駅
に
着
い
た
。
弁
当
を
食
べ
た
後
、
２
時
間

ほ
ど
待
た
さ
れ
た
。
私
は
の
ど
が
渇
い
た
が
、
こ
の
車
両
か
ら
一
歩
も
外
へ
出

て
は
い
け
な
い
の
で
、
警
察
の
人
が
サ
イ
ダ
ー
を
買
っ
て
き
て
く
れ
た
。

私
た
ち
の
車
両
に
、
も
う
一
つ
「
病
人
用
」
の
車
両
が
つ
な
が
れ
、
よ
う
や

く
新
宿
駅
を
出
発
し
た
。
今
の
西
武
新
宿
線
を
通
っ
て
、
東
村
山
市
へ
の
汽
車

は
進
ん
で
い
っ
た
。
午
後
３
時
ご
ろ
、
汽
車
は
「
病
人
用
ホ
ー
ム
」
に
着
い
た
。

当
時
の
東
村
山
駅
は
、
一
般
の
人
た
ち
の
ホ
ー
ム
と
は
別
に
、
全
生
園
の
病
人

が
乗
り
降
り
す
る
病
人
用
ホ
ー
ム
が
あ
っ
た
の
だ
。

ホ
ー
ム
に
降

(お
)り

る
と
、
駅
員
が
警
察
の
人
に
、
「
な
ん
だ
、
こ
の
ク
サ

リ
ボ
ウ
に
。
２
両
も
つ
な
げ
て
き
て
。
」
と
大
声
で
言
っ
た
。
ク
サ
リ
ボ
ウ
と

言
わ
れ
て
、
「
私
は
社
会
か
ら
捨
て
ら
れ
た
人
間
で
あ
る
」
こ
と
を
、
は
っ
き

り
と
知
ら
さ
れ
た
。
見
知
ら
ぬ
土
地
に
来
て
、
初
め
て
聞
く
言
葉
が
「
ク
サ
リ

ボ
ウ
」
。
－
な
ん
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
以
上
の
悪
口
は
な
い
。
人
間
と
し
て

世
間
に
通
用
し
な
い
の
か
。
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人
力
車
が
迎
え
に
来
て
、
私
と
は
別
の
車
両
に
乗
っ
た
足
の
不
自
由
な
人

を
乗
せ
た
。
私
は
人
力
車
と
一
緒
に
歩
い
て
行
っ
た
。
途
中
で
子
供
が
４
・

５
人
遊
ん
で
い
た
。
子
供
た
ち
は
、
私
を
見
か
け
る
と
。
「
あ
ぁ
、
ク
サ
リ

ボ
ウ
、
ク
サ
リ
ボ
ウ
」
と
、
は
や
し
た
て
た
。
こ
の
地
方
で
は
、
私
た
ち
の

病
気
の
こ
と
を
、
「
ク
サ
リ
ボ
ウ
」
と
呼
ん
で
い
る
の
か
。
ひ
ど
い
言
葉
だ
。

気
落
ち
し
て
歩
い
て
い
る
と
、
人
力
車
を
引
い
て
い
る
人
が
、
「
向
こ
う

に
大
き
な
松
が
見
え
る
だ
ろ
。
あ
れ
が
全
生
園
だ
。
」
と
言
っ
た
。
東
京
だ

と
聞
い
て
い
た
の
に
、
周
り
に
人
家
も
な
い
林
の
中
に
あ
る
と
知
り
、
寂
し

い
思
い
が
し
た
。

桜
沢
房
義
『
全
生
今
昔
』
よ
り

分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
文
章
を
一
部
変
更

51



子
ど
も
か
ら
出
た
気
に
な
っ
た
と
こ
ろ

•
近
所
の
人
々
に
病
気
の
姿
を
見
ら
れ
た
ら
大
変

•
し
ば
ら
く
す
る
と
警
察
の
人
が
や
っ
て
き
た

•
病
人
車
の
た
め
貸
切

•
警
察
の
人
が
他
の
人
が
乗
る
と
き
に
、
こ
こ
は
病
人
車
だ
と
断
っ
た

•
病
人
用
ホ
ー
ム
に
着
い
た

•
こ
ん
な
ク
サ
リ
ボ
ウ
の
た
め
に
２
両
も
つ
な
げ
て
と
言
わ
れ
た

•
子
ど
も
た
ち
に
も
ク
サ
リ
ボ
ウ
と
言
わ
れ
た

•
社
会
か
ら
捨
て
ら
れ
た
人
間

•
全
生
園
が
周
り
に
人
家
も
な
い
林
の
中
に
あ
っ
た
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資
料
３
：
ハ
ン
セ
ン
病
の
基
本
的
な
知
識

•
ハ
ン
セ
ン
病
の
基
本
的
な
知
識
（
一
部
）

•
こ
の
病
気
名
前
を
「
ハ
ン
セ
ン
病
」
と
い
い
ま
す
。

•
ハ
ン
セ
ン
病
は
感
染
症
の
一
つ
で
、
特
別
な
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

•
菌
の
生
命
力
は
弱
く
、
感
染
し
て
も
発
病
に
い
た
る
こ
と
は
、
と
て
も
ま

れ
で
す
。

•
全
生
園
が
で
き
て
か
ら
約
１
１
２
年
間
に
、
感
染
し
発
病
し
た
職
員
は
一

人
も
い
ま
せ
ん
。
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留
意
し
た
点

•
ハ
ン
セ
ン
病
は
恐
ろ
し
い
病
気
だ
と
間
違
っ
た
認
識
を
も
た
せ
な
い
よ
に
、

あ
る
程
度
の
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
こ
と
は
抑
え
る

•
次
回
の
授
業
で
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く
調
べ
、
正
し

い
知
識
を
も
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
児
童
に
伝
え
る

•
次
回
の
授
業
で
扱
う
資
料
が
、
回
復
者
の
藤
崎
さ
ん
や
佐
久
間
先
生
か
ら

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
を
、
次
回
の
授
業
で
伝
え
る
が
、
本
時
で
藤

崎
さ
ん
や
佐
久
間
先
生
が
来
る
こ
と
は
伝
え
な
い
。
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ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識

４
・

５
時
間
目

※
ハ
ン
セ
ン
病
は
今
は
う
つ
ら
な
い
病
気
、
治
る
病
気
で
あ
る
こ
と
を
必
ず

確
認
す
る
。

•
当
時
の
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
多
く
は
（
６
割
〜
７
割
）
子
ど
も
時
代
に
発

病
し
て
い
た
。

•
多
く
の
子
ど
も
が
隔
離
さ
れ
た
。

•
特
効
薬
が
開
発
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
法
律
が
改
正
さ
れ
隔
離
政
策
が

続
い
た
。
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ハ
ン
セ
ン
病
に
関
わ
る
３
つ
の
法
律

•
１
９
０
７
年

明
治
４
０
年

癩
(ら

い
)予

防
二
関
ス
ル
件

•
１
９
３
１
年

昭
和

６
年

癩
(ら

い
)予

防
法
（
旧
）

•
１
９
４
７
年

昭
和
２
０
年

プ
ロ
ミ
ン
と
い
う
特
効
薬
が
開
発
さ
れ

ハ
ン
セ
ン
病
は
治
る
病
気
に
な
る

•
１
９
５
３
年

昭
和
２
８
年

ら
い
予
防
法
（
新
）

•
１
９
９
６
年

平
成

８
年

ら
い
予
防
法

廃
止

•
２
０
０
１
年

平
成
１
３
年

国
家
賠
償
訴
訟

勝
訴

•
２
０
１
９
年

令
和

元
年

国
家
賠
償
訴
訟

勝
訴
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病
気
発
覚
か
ら
、
療
養
所
内
で
の
生
活

６
・

７
時
間
目

＜
入
所
す
る
と
き
＞

多
く
の
幼
い
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
が
何
の
病
気
な
の
か
を
知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
、

し
ば
ら
く
治
療
す
れ
ば
治
っ
て
帰
れ
る
か
ら
、
と
い
う
言
葉
を
信
じ
て
療
養
所
へ
連

れ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
警
察
官
が
家
に
来
て
近
所
に
病
気
が
知
ら
れ
、
親
が
身
を
切

ら
れ
る
思
い
で
子
ど
も
を
入
所
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
は
親
に
す

て
ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
た
で
し
ょ
う
。
子
ど
も
に
と
っ
て
も
、
親
に
と
っ
て
も
。
悲

し
い
別
れ
で
し
た
。
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全
生
園
患
者
自
治
会

一
人
の
少
女
が
入
園
し
て
き
た
。
収
容
さ
れ
て
す
ぐ
消
毒
風
呂
に
入
浴
。
そ
の
短

い
間
に
全
生
園
の
職
員
に
す
す
め
て
も
あ
っ
て
、
送
っ
て
き
た
親
は
逃
げ
る
よ
う

に
去
っ
て
い
っ
た
。
残
さ
れ
た
少
女
は
本
能
的
に
不
安
を
感
じ
、
親
子
の
き
ず
な

の
切
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、
親
の
姿
を
求
め
走
り
回
る
。
百
メ
ー
ト
ル
も
行
け
ば
高

い
土
手
、
急
回
転
を
し
て
ま
た
走
る
。
黒
い
収
容
門
に
ぶ
つ
か
る
。
泣
き
叫
び
な

が
ら
か
た
い
門
を
こ
ぶ
し
で
打
つ
。
か
ぎ
の
か
か
っ
た
扉
は
び
く
と
も
せ
ず
、
振

り
上
げ
た
手
は
、
全
生
園
の
職
員
に
つ
か
ま
れ
る
。
陽
も
落
ち
は
じ
め
涙
も
か
れ

た
と
き
、
一
緒
に
泣
い
て
く
れ
る
寮
母
に
抱
か
れ
て
い
っ
た
。
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学
習
を
通
し
て
児
童
が
考
え
た
質
問
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規
則

な
ぜ
、
規
則
が
あ
る
の
。

療
養
所
の
規
則
に
は
ど
ん
な
規
則
が
あ
り
ま
し
た
か
。

一
番
イ
ヤ
な
規
則
は
な
ん
で
し
た
か
。

規
則
を
守
ら
な
い
と
ど
う
な
り
ま
す
か
。
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家
族
・
寮

母

療
養
所
で
は
、
面
会
す
る
こ
と
は
で
き
ま
し
た
か
。

外
の
人
と
電
話
で
話
す
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

家
族
か
ら
縁
を
切
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
ど
ん
な
様
子
で
し
た
か
。

寮
母
さ
ん
を
ど
う
思
い
ま
し
た
か
。

な
ぜ
、
寮
母
さ
ん
は
患
者
さ
ん
の
方
が
や
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

知
ら
な
い
人
を
「
お
母
さ
ん
」
と
呼
ぶ
こ
と
を
、
ど
う
思
っ
て
い
ま
し
た

か
。

一
番
小
さ
い
子
は
、
何
歳
く
ら
い
の
子
が
い
ま
し
た
か
。

家
族
が
恋
し
く
な
っ
た
時
、
藤
崎
さ
ん
や
他
の
人
た
ち
は
ど
う
し
て
い
ま

し
た
か
。
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療
養
所
内
の

生
活

患
者
さ
ん
は
家
族
と
の
縁
を
切
ら
れ
た
後
、
入
院
費
や
生
活
費
は
ど
う
し
て
い
た
ん
で

す
か
。

療
養
所
内
で
、
働
い
て
お
金
を
も
ら
う
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

療
養
所
の
部
屋
の
広
さ
は
ど
れ
く
ら
い
で
、
そ
こ
で
は
何
人
の
人
が
生
活
を
し
て
い
ま

し
た
か
。

普
通
の
病
院
に
入
院
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
か
。

療
養
所
の
ご
は
ん
は
誰
が
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
か
。

療
養
所
内
で
は
遊
べ
ま
し
た
か
。
ご
ら
く
は
あ
り
ま
し
た
か
。

療
養
所
で
は
、
ど
の
よ
う
な
服
装
を
し
て
い
ま
し
た
か
。

療
養
所
か
ら
逃
げ
た
ら
ど
う
な
り
ま
す
か
。

療
養
所
で
働
く
職
員
の
方
も
差
別
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
か
。

療
養
所
の
職
員
か
ら
も
差
別
さ
れ
て
い
た
人
は
い
ま
す
か
。

な
ぜ
、
療
養
所
で
は
名
前
を
変
え
る
の
で
す
か
。
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仲
間

自
分
と
同
じ
人
が
い
る
こ
と
は
、
安
心
し
ま
し
た
か
。

患
者
さ
ん
同
士
で
協
力
し
合
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

警
察

な
ぜ
、
警
察
の
人
が
付
き
添
う
の
で
す
か
。

警
察
の
人
が
差
別
を
し
て
い
る
人
に
注
意
は
し
な
い
の
で
す

か
。
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気
持 ち

今
は
、
家
族
に
あ
え
ま
す
か
。

辛
い
時
、
ど
の
よ
う
に
し
て
立
ち
向
か
い
ま
し
た
か
。

一
番
つ
ら
か
っ
た
こ
と
は
な
ん
で
す
か
。

生
き
る
こ
と
を
諦
め
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

な
ぜ
、
今
の
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。
き
っ
か

け
の
事
件
は
ど
ん
な
じ
け
ん
で
す
か
。

今
で
も
差
別
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

治
る
と
聞
い
た
時
、
ど
う
思
い
ま
し
た
か
。
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法
律

法
律
が
い
つ
ま
で
も
か
変
わ
ら
な
い
こ
と
に
ど
う
思
っ
て
い
ま
し

た
か
。

法
律
が
廃
止
に
な
っ
て
、
生
活
は
変
わ
り
ま
し
た
か
。

療
養
所
で
は
、
国
民
の
「
自
由
権
」
な
ど
の
基
本
的
人
権
は
守
ら

れ
て
い
た
の
で
す
か
。

治
る
薬
が
開
発
さ
れ
た
の
に
、
な
ぜ
ら
い
予
防
法
は
廃
止
に
な
る

ま
で
時
間
が
か
か
っ
た
の
で
す
か
。
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現
在

未
来

こ
の
よ
う
な
ひ
ど
い
事
実
が
あ
る
の
に
、
な
ぜ
今
の
学
校

で
学
習
し
て
差
別
の
な
い
世
の
中
に
し
よ
う
と
し
な
い
の

で
す
か
。

コ
ロ
ナ
差
別
が
あ
っ
た
時
ど
う
思
い
ま
し
た
か
。

そ
の 他

た
く
さ
ん
の
ひ
ど
い
差
別
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
達
が
特

に
知
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
い
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

病
気
や
差
別
で
亡
く
な
っ
た
人
は
い
ま
す
か
。
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課
題
設
定
の
工
夫

・
児
童
が
主
体
と
な
っ
て
課
題
設
定
が
で
き
る
よ
う
に
「
な
ぜ
」
「
ど
う
し

て
」
を
大
切
に
し
て
き
た
。

・
藤
崎
さ
ん
の
回
答
の
仕
方
は
、
「
〜
こ
と
も
あ
る
よ
。
だ
か
ら
調
べ
て
み

て
ね
。
「
僕
は
〜
だ
っ
た
よ
。
ほ
か
の
人
は
ど
う
だ
ろ
う
。
」
な
ど
次
の

学
習
に
つ
な
が
る
よ
う
な
仕
方
を
行
っ
た
。

・
「
な
ぜ
」
「
ど
う
し
て
」
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
情
報
収
集
の

ば
に
活
動
に
お
い
て
、
調
べ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
必
然
性
や
切
実
感
を
も
た
せ

る
よ
う
に
し
た
。

※
こ
の
学
習
を
行
う
際
に
は
、
「
そ
れ
っ
て
本
当
に
正
し
い
の
」
を
合
言
葉
に
学

習
を
重
ね
て
き
た
。
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情
報
の
収
集

整
理
・
分
析

•
児
童
が
自
分
な
り
の
課
題
を
設
定
し
た
後
、
自
分
が
「
調
べ
て
み
た
い
、

調
べ
な
い
と
い
け
な
い
」
課
題
の
資
料
か
ら
、
調
べ
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫

•
自
分
が
調
べ
る
資
料
を
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、
「
他
の
こ
と
も
調
べ
な
い

と
い
け
な
い
」
と
思
わ
せ
る
資
料
の
工
夫

•
実
際
に
、
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
に
行
き
、
実
物
や
資
料
を
見
ら
れ
る

よ
う
に
工
夫

•
再
度
分
か
ら
な
い
こ
と
は
、
藤
崎
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
き
る
よ
う
に

場
の
設
定
を
行
う

•
思
考
ル
ー
ツ
で
収
集
し
た
情
報
を
整
理
・
分
析

70



71



72



73



74



75



76



77



78



79



課
題
の
再
設
定

ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
差
別
の
現
状
を
知
っ
た
子
供
た
ち

「
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
？
」

こ
こ
か
ら
新
た
な
課
題
設
定
に
入
る

資
料
：
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ

監
督

宮
崎
駿
さ
ん
と
佐
川
さ
ん
と
の
出
会
い
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情
報
の
収
集

<
当
事
者
の
方

>

・
裁
判
で
闘
い
続
け
た
人
た
ち

・
家
族
の
人
た
ち
の
闘
い

・
文
学
や
芸
術
の
分
野
で
生
き
た
証
を
残
し
た
こ
と
で
、
差
別
に
闘
い
続
け

た
人
た
ち

<
当
事
者
と
関
わ
り
の
あ
る
人
た
ち

>

・
宮
崎
駿
さ
ん

・
佐
久
間
先
生

・
ハ
ン
セ
ン
病
の
授
業
を
受
け
た
先
輩
方
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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思
い
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思
い
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思
い
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ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
差
別
解
消
に
向
け
て

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
か
？

85



正
し
い
知
識

知
ら
な
い
よ
く
な
い

知
ろ
う
と
し
な
い

も
っ
と
よ
く
な
い

86



ハ
ン
セ
ン
病

で
学
ん
だ
こ
と

自
分
た
ち
の

生
活
の
中

で
生
か
す

ハ
ン
セ
ン
病
で

学
び
、
伝
え
、
生
か
す

自
分
た
ち
の
生
活
の
中
に
あ
る
偏
見
や
差
別
意
識

に
つ
な
が
り
そ
う
な
事
象
の
原
因
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
こ
れ
ま
で
学
習
し
て
き
た
こ
と
を
基
に
、

「
差
別
の
な
い
世
の
中
に
向
け
て
自
分
た
ち
に
何

が
で
き
る
の
か
」
に
つ
い
て
考
え
る
。

87



自
分
た
ち
の
生
活
の
中
に
あ
る
偏
見
や

差
別
意
識
に
つ
な
が
り
そ
う
な
事
象
に

は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

88



【
友
達
に
対
し
て
】

•
自
分
の
情
報
だ
け
で
、
そ
の
人
を
判
断
し
て
し
ま
う
こ
と
が
偏
見
に
つ
な

が
る
。

•
間
違
え
た
情
報
を
確
認
し
な
い
で
、
広
ま
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
偏
見
に

つ
な
が
る
。

•
自
分
に
で
き
る
こ
と
が
、
相
手
に
も
で
き
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と

が
偏
見
に
つ
な
が
る
。

•
ニ
ュ
ー
ス
で
よ
く
見
る
い
じ
め
も
、
偏
見
や
差
別
意
識
が
あ
る
か
ら
だ
と

思
う
。
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【
病
気
に
な
っ
た
方
に
対
し
て
】

•
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
病
気
に
つ
い
て
偏
見
や
差
別
意
識
が
あ
る
と
テ
レ
ビ

で
観
た
こ
と
が
あ
る
。

•
医
療
従
事
者
の
方
に
対
し
て
、
偏
見
や
差
別
意
識
が
あ
る
と
テ
レ
ビ
で
観

た
こ
と
が
あ
る
。
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【
外
国
の
方
に
対
し
て
】

•
外
国
の
方
を
勝
手
に
怖
い
と
思
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
偏
見
に
つ
な
が
る
。

•
文
化
や
習
慣
が
違
う
こ
と
か
ら
、
自
分
が
苦
手
だ
と
感
じ
そ
れ
が
偏
見
に

つ
な
が
る
。
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【
そ
の
他
】

•
強
面
な
方
は
怖
そ
う
な
人
と
思
っ
て
い
た
が
、
話
し
て
み
る
と
楽
し
い
人

だ
っ
た
。

•
性
別
で
〇
〇
は
で
き
な
い
と
勝
手
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
こ
と
が
、
偏
見

や
差
別
意
識
に
つ
な
が
る
。
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～
学
習
発
表
会

～
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２
つ
の
研
究
授
業
の
児
童
の
意
見

•
将
来
は
学
校
の
先
生
に
な
っ
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
子
供
た
ち
に
教

え
た
い
と
思
っ
た
。

•
藤
崎
さ
ん
の
言
っ
て
い
た
「
知
ろ
う
と
し
な
い
」
こ
と
は
し
た
く
な
い
。

•
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
こ
と
が
大
切
。

•
知
り
え
た
情
報
が
正
し
い
か
判
断
す
る
力
を
身
に
付
け
た
い

•
先
生
方
や
大
人
は
子
供
に
色
々
な
こ
と
を
教
え
て
い
る
か
ら
、
大
人
も
正

し
い
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
も
大
切
。

•
学
校
で
ハ
ン
セ
ン
病
な
ど
に
つ
い
て
教
え
る
先
生
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
。
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ま
と
め

本
を
作
成
し
図
書
室
に
お
こ
う
大
作
戦
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第
〇
章

△
節

項
目

具
体
的
な
内
容

表
紙

お
礼
文

目
次

初
め
に

1
1
ハ
ン
セ
ン
病
と
は
何
か

ら
い
菌
の
発
見
と
ハ
ン
セ
ン
博
士

2
ハ
ン
セ
ン
病
の
症
状

3
日
本
に
あ
る
療
養
所

4
ハ
ン
セ
ン
病
は
治
る
病
気

5
病
名
の
変
更
の
理
由

学
び
の
場

思
考
図
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2
1
ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
と

3
つ
の
法

律
江
戸
時
代
ま
で
の
ハ
ン
セ
ン
病

宗
教
と
ハ
ン
セ
ン
病

2
明
治
時
代

癩
予
防
ニ
関
ス
ル
件
と
療
養
所
の
は
じ
ま
り

3
昭
和
時
代

ら
い
予
防
法
（
旧
）
と
絶
対
隔
離

4
無
ら
い
県
運
動

5
ら
い
予
防
法
（
新
）
と
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
絶
滅
政
策

6
特
効
薬
プ
ロ
ミ
ン
と
基
本
的
な
人
権
の
尊
重

学
び
の
場

思
考
図
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第
〇
章

△
節

項
目

具
体
的
な
内
容

コ
ラ
ム

私
た
ち
が
疑
問
に
思
っ
た
こ
と

コ
ラ
ム

藤
崎
さ
ん
と
私
た
ち
の
出
会
い

コ
ラ
ム

佐
久
間
先
生
と
私
た
ち
の
出
会
い

3
1
ハ
ン
セ
ン
病
差
別
の
実
態

療
養
所
に
入
る
ま
で

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
日
記

2
療
養
所
の
生
活

衣
食
住

名
前
の
変
更

3
子
供
た
ち
と
学
校

4
患
者
作
業

5
結
婚
断
種
中
絶

6
お
人
形

7
納
骨
堂

8
家
族
へ
の
被
害

学
び
の
場

思
考
図
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4
1
ハ
ン
セ
ン
病
差
別
と

闘
い
続
け
た
人
々

国
家
賠
償

2
家
族
訴
訟

3
生
き
た
証

4
ジ
ブ
リ
作
品
と
ハ
ン
セ
ン
病

5
学
校
教
育
現
場
で

学
び
の
場

ベ
ン
図

コ
ラ
ム

国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
を

訪
れ
て

5
1
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
差
別
解
消
に
向
け
て

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と

学
び
の
場

座
標
軸

2
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
か
ら
学
び
、
伝
え
る

学
び
の
場

ベ
ン
図

座
標
軸
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第
〇
章

△
節

項
目

具
体
的
な
内
容

コ
ラ
ム

研
究
授
業
を
通
し
て

コ
ラ
ム

学
習
発
表
会

コ
ラ
ム

こ
れ
っ
て
本
当
に
正
し
い
の
？

〜
差
別
の
な
い
社
会
を
目
指
し
て

〜
授
業
の
感
想

コ
ラ
ム

卒
業
文
集
か
ら

終
わ
り
に

参
考
文
献
・

出
典
文
献

協
力
者
等

裏
表
紙

背
表
紙
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そ
れ
っ
て
本
当
に
正
し
い
の
？

～
差
別
の
な
い
社
会
を
目
指
し
て

～

児
童
が
書
い
た
卒
業
文
集
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109



研
究
授
業
を
見
た
先
生
方
の
感
想

•
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
し
て
こ
こ
ま
で
学
習
を
し
て
い
る
の
に
感
心
し
た

•
ハ
ン
セ
ン
病
の
み
に
焦
点
を
当
て
る
の
で
は
な
く
、
「
そ
こ
か
ら
何
を
始

め
ら
れ
る
の
か
」
の
ま
と
め
は
、
全
て
の
人
権
課
題
に
つ
な
が
る
と
感
じ

た

•
実
際
に
資
料
館
に
い
く
な
ど
、
自
分
た
ち
が
主
体
と
な
っ
て
調
べ
て
い
る

こ
と
に
驚
い
た

•
教
員
も
人
権
課
題
に
対
し
、
知
識
を
付
け
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い

•
子
ど
も
た
ち
の
話
し
て
い
る
内
容
が
、
大
人
顔
負
け
の
内
容
だ
っ
た
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•
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
こ
の
よ
う
な
授
業
を
お
こ
な
う
意
義
が
大
い
に
あ
る
と

感
じ
た

•
「
ハ
ン
セ
ン
病
を
学
ぶ
」
の
で
は
な
く
、
「
ハ
ン
セ
ン
病
か
ら
学
ぶ
」
と

い
う
視
点
に
「
な
る
ほ
ど
」
と
思
っ
た

•
子
ど
も
が
、
「
差
別
を
な
く
す
た
め
に
大
人
の
知
識
を
正
し
く
」
と
い
う

発
言
に
、
「
勉
強
し
な
い
と
い
け
な
い
」
と
感
じ
た

•
授
業
の
最
後
に
先
生
が
「
こ
の
授
業
を
ス
タ
ー
ト
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

社
会
を
君
達
は
ど
う
生
き
て
い
く
の
か
」
と
い
う
子
供
た
ち
へ
の
言
葉
が

心
に
残
り
ま
し
た
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藤
崎
さ
ん
の
講
演
を
聞
い
た
先
生
方
の
感
想

•
講
演
を
聞
き
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
実
態
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
こ
と
だ
と
い
う

こ
と
を
初
め
て
知
っ
た

•
ニ
ュ
ー
ス
で
し
か
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
の
知
識
が
な
か
っ
た
の
で
、
と

て
も
よ
い
講
演
だ
っ
た

•
講
演
内
容
に
心
が
響
い
た
。
「
社
会
と
つ
が
っ
た
こ
と
」
と
い
う
言
葉
に

涙
が
出
た

•
当
事
者
の
方
の
お
話
を
直
接
聞
け
る
機
会
が
と
て
も
あ
り
が
た
か
っ
た
で

す
。
こ
の
よ
う
な
事
実
を
な
か
っ
た
こ
と
に
は
し
た
く
な
い
で
す
し
、
そ

の
役
割
に
は
教
育
が
欠
か
せ
な
い
と
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
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成
果

•
児
童
が
情
報
対
し
て
分
析
す
る
よ
う
に
な
っ
た

•
友
達
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
と
き
、
授
業
で
学
習
し
た
こ
と
を
言
う
よ
う

に
な
っ
た

•
相
手
の
話
を
聞
こ
う
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た

•
相
手
の
立
場
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た

•
ど
ん
な
こ
と
も
「
知
ろ
う
」
と
す
る
心
構
え
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た

•
優
し
く
な
っ
た
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課
題

•
先
生
方
の
知
識

•
「
知
ろ
う
」
と
し
な
い
先
生
方

•
元
々
「
教
え
る
の
は
無
理
」
と
諦
め
て
し
ま
う

•
ベ
テ
ラ
ン
教
員
か
ら
若
手
教
員
に
対
す
る
指
導
・
熱
意

•
管
理
職
の
理
解

•
時
間
数

•
資
料
の
整
理

•
当
事
者
と
の
関
ら
せ
方

•
費
用
面

114



藤
崎

陸
安

さ
ん
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藤
崎
さ
ん
か
ら
頂
い
た
子
供
た
ち
へ
の
卒
業
メ
ッ
セ
ー
ジ
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6
年
生
の
皆
さ
ん
。
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
さ
ん
が
こ
の

1
年
間
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
通
し
て
、
人
が
人
と
し
て
生
き
る
権
利
、

い
わ
ゆ
る
「
人
権
」
に
つ
い
て
学
ん
で
こ
ら
れ
た
こ
と
に
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
係
わ
る
者

と
し
て
、
心
か
ら
の
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
皆
さ
ん
が
学
ん
だ
結
果
の
発
表
を
聞
い
た
と
き
、
皆
さ
ん
の
豊
か
な
感
受
性
と

勤
勉
さ
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
大
き
な
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
問
題
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
今
の
日
本
に
お
け
る
人
権
、
そ
し
て
偏
見
差
別
の

問
題
は
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
に
と
っ
て
も
決
し
て
無
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
が

1
年
間
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
学
ん
だ
成
果
と
し
て
、
「
世
の
中
か
ら
偏
見
差

別
が
無
く
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
願
い
が
、
皆
さ
ん
の
心
の
中
に
し
っ
か
り
根
付
い
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
本
当
に
偏
見
差
別
が
無
く
な
り
、
国
民
一
人
一
人
の
人

権
が
守
ら
れ
、
尊
ば
れ
る
社
会
に
な
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
識
の
向
上
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
が
学
ん
だ
こ
と
を
無
駄
に
し
た
い
た
め
に
も
、
今
後
も
ハ
ン
セ
ン

病
問
題
を
通
し
て
人
権
の
学
び
を
深
め
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
中
学
校
へ
進
ま
れ
て
も
、
こ
れ
ま
で
通
り
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
つ
い
て
学

び
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
信
じ
、
充
実
し
た
中
学
校
生
活
が
送
ら
れ
る
よ
う
願
い
を
込
め

て
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
ま
す
。

今
日
は
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

2
0
2
3
年

3
月

2
3
日

全
国
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所

入
所
者
協
議
会

事
務
局
長

藤
崎

陸
安
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藤
崎

陸
安

さ
ん 2
0
2
3
年
９
月
１
４
日
ご
逝
去
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藤
崎
さ
ん
の
奥
様
へ

（
卒
業
生

A
さ
ん
）
中
学
１
年
９
月
末
日

こ
の
た
び
は
藤
崎
さ
ん
の
ご
逝
去
を
聞
き
、
心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
は
藤
崎
さ
ん
に
ハ
ン
セ
ン
病
差
別
問
題
の
実
態
や
現
状
、
そ
れ
を
解
決
す

る
た
め
に
尽
力
す
る
人
が
今
で
も
大
勢
い
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
藤

崎
さ
ん
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
差
別
問
題
に
限
ら
ず
、

他
の
物
事
に
も
当
て
は
ま
る
と
思
い
、
今
で
も
、
知
ら
な
い
の
も
、
初
め
て
知
っ
た
も

の
を
「
正
し
く
知
る
」
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
物
事
に
対
し
て
、
先
入
観
や
偏

見
を
も
っ
た
ま
ま
取
り
組
ま
な
い
た
め
に
も
、
そ
の
考
え
を
も
っ
た
ま
ま
、
生
き
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
つ
い
て
昔
起
こ
っ
た
出
来
事
の
当
事
者
の
方
々
が
ご
高
齢
に

な
っ
て
い
る
今
、
子
供
の
私
た
ち
が
正
し
く
知
っ
て
後
世
に
伝
え
、
同
じ
過
ち
を
繰
り

返
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
藤
崎
さ
ん
と
出
会
い
、
貴
重
な
お
話
を
聞
い
た
の

は
間
違
い
な
く
私
の
人
生
で
貴
重
な
経
験
で
し
た
。

藤
崎
さ
ん
と
会
わ
せ
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
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藤
崎
様
へ

（
保
護
者
）

藤
崎
陸
安
様
の
ご
逝
去
の
報
に
接
し
、
心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

藤
崎
様
は
南
成
瀬
小
学
校
や
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
に
て
、
子
供
た
ち
に
直

接
会
っ
て
ハ
ン
セ
ン
病
や
差
別
に
つ
い
て
の
貴
重
な
お
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
私
も
息
子
を
通
し
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
や
患
者
の
皆
様
へ
の
心
な
い

差
別
や
偏
見
に
つ
い
て
初
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
、
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
小
学
校
６
年
生
と
い
う
若
い
年
齢
で
藤
崎
様
に
出
会
い
、
お
話
を
伺

え
た
こ
と
は
息
子
に
と
っ
て
一
生
心
に
残
る
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
身
体
を
大
切
に
な
さ
っ
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ま
せ
。
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子
供
た
ち
が
大
切
に
し
て
い
た

藤
崎
さ
ん
か
ら
の
言
葉

知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は

よ
く
な
い
こ
と

知
ろ
う
と
し
な
い
こ
と
は

も
っ
と
よ
く
な
い
こ
と
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